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成田市龍正院貝塚の採集資料

渡　辺　修　一　

はじめに
　2019年12月、東庄町立東庄中学校長（当時）石橋宏
克氏より、成田市龍正院貝塚　（大原野貝塚）の一部
が更地になって貝層が露呈しているようだとの連絡が
あった。早速同月29日に石橋氏とともに現地を訪れた
ところ、かつて奈和同人会によって部分的な調査が行
われた１）旧下総郵便局の敷地であった一部が確かに
更地になっており、地表面に貝層のヤマトシジミが散
布している状況が観察された。そのため、遺跡の状況
を把握すべく、時期が判別できる土器片の一部と貝輪
等の遺物を採集した。本稿は、その際に採集した遺物
の採拓、実測、写真撮影を行って報告するものである。
　当該地は成田市滑川1085-1、県道江戸崎下総線に面
し、天台宗の古刹である龍正院（滑河観音）の西側に
位置する（図１・写真１）。現地は周知の埋蔵文化財
包蔵地である「竜正院遺跡」に含まれる２）。遺跡名に、

重要文化財「竜正院仁王門」と県指定有形文化財「龍
正院本堂」と同様に二種の用字がみられるが、本稿で
は貝塚について当初報告された際に使われた「龍正院
貝塚」と呼称することとする。

１　貝散布及び遺物散布の状況
　現地の表面観察では、県道側の貝散布は薄く道路際
ではほぼみられないが、逆に北西側の約半分には全体
に貝散布が観察され、宅地との境界付近は濃密であっ
た。奈和同人会の調査では、今回の観察地点の西側隣
接地点で、純貝層と混土貝層を合わせて厚さ50cm前
後の貝層を調査しており、その貝層が東に伸びている
ことが想定された。また、貝散布は北西側の宅地や北
東側の畑地でも観察されることから、旧郵便局敷地に
とどまらずさらに拡がりをみせることがわかる。貝散
布が確認される隣接宅地のさらに北西側は１ｍ以上の

図１　遺跡の位置（約1/3,750）
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写真１　遺跡周辺航空写真（国土地理院CKT2010４-C1３-16）
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写真２　遺跡全景
　　　　（2019年12月29日）

写真３　貝散布状況
　　　　（2019年12月29日）

写真４　現況
　　　　（2022年12月1３日）



— 22 —（2735）

段差があり、さらに数十mで現水田面に至る。
　遺物は、縄文時代晩期後葉の土器片を主体に貝散布
の濃密な範囲に散見された。表面を観察する限り露呈
している遺物量は少なかった。
　なお遺跡の現況は、盛土を行ったうえで、隣接する
民間企業の砂利敷き駐車場となっており、貝塚本体は
現状保存されている（写真４）。

２　縄文土器（図２・写真５）
　縄文時代後期から晩期の土器片19点を図示する。１
は縄文後期後葉、加曽利Ｂ２式の鉢形土器である。胴
部上位の破片で口縁部に向って内湾する形状。最大径
付近に遺存部内では１条の縄文帯が巡り、縄文帯の上
下は横位のケズリの後に横位のミガキが施される。縄
文は単節ＲＬの横位施文である。
　２は縄文晩期後葉の浅鉢形土器で、浮線網状文が施
される小破片である。３分岐のレンズ状浮線文を単位
としている。３、４も浅鉢形土器の破片で、おそらく
いずれも浮線網状文による文様帯の下端部から下の破
片である。内外面ともに横位のミガキにより丁寧に仕
上げられている。
　５は有文の深鉢形土器の小破片である。小片のため
全体の文様構成は不詳であるが、上位の文様帯は先に
地文として横位の撚糸文を施した後に密な沈線を描い
ており、さらにその後から匹字状の沈線を描き加える
ことで変形工字文を形成しているようにみえる。文様
帯直下は横位の撚糸文がみられるが、基本的には縦位
に近い斜位の撚糸文が施されている。
　６は甕型土器の口縁部から肩部の破片である。薄く
摘み上げられたような口唇部はわずかに外に屈曲し、
不規則な刻目が加えられる。刻目は絡条体を押圧する
ことによって施されるようである。口縁部直下には、
５㎜程の幅で横位の撚糸文が巡っている。やや反りな
がら内傾する頚部は横位から斜位のミガキによって丁
寧に仕上げられ、屈曲する肩部以下には斜位の撚糸文
が施される。胴部内面はケズリの後ナデ、頸部内面は
ケズリの後にミガキで調整される。なお、この土器の
口頚部は粘土紐の外傾接合によって、肩部以下は内傾
接合によって成形されている。
　７、９も同種の甕型土器の破片である。７は器壁の
厚みのある大型品で、先に肩部以下の撚糸文を斜位に
施した後で、頚部を横位のヘラナデによって調整して
いる。内面の調整は丁寧ではなく凹凸が残るが、ヘラ
ナデとヘラ状工具痕がよく観察される。９も肩部以下

の撚糸文を先に施しておいて、その後に頚部のヘラナ
デ調整を行っている。内面の調整もおそらくヘラナデ
である。この個体の肩部撚糸文はほぼ横位に施され、
条間も他とは異なり疎である。
　８、10、11も撚糸文を施す破片であるが、胴部中位
以下の破片であるため、深鉢形土器か甕形土器かの判
断はできない。いずれも斜位の撚糸文であるが、その
回転方向は肩部付近とは異なり縦位に近い。なお、10
の上縁は、内傾接合の接合面で破断している。
　12は肩部以下に細密条痕を施す甕形土器である。こ
の個体は、頚部の遺存率が悪いため不明ではあるが、
頚部に沈線文様を有している。上端にはわずかな幅で
はあるが、水平に巡る可能性がある沈線がうかがえ、
肩部直上には短い２条単位の沈線もみられる。沈線以
外の頚部はヘラナデによって調整されており、頸部内
面も同様であるが、肩部以下の胴部内面は丁寧なミガ
キによって調整されていることから、液体を貯めるあ
るいは調理する容器であったことが推察される。なお
この個体の条痕は、一部に繊維の撚りがうかがえる箇
所があるので、絡条体を回転させずに擦った絡条体条
痕とみられる。
　13～17も細密条痕が施される破片である。13の条痕
は一部に比較的鋭い先端が当たった痕跡がうかがえる
ため、茎束状の原体であった可能性がある。14は条痕
の方向が縦位に近いため、胴部下半の破片と考えられ
る。この個体についても、13と同様の理由で茎束状の
原体であった可能性が高い。15は底部近くの破片であ
る。この個体は絡条体条痕である可能性がある。16は
13、14と同じように条痕の条の一部に鋭い部分が観察
され、茎束条痕の可能性があるが、単位幅で表層の粘
土が動いている箇所が見受けられ、茎束状原体であっ
たとしても密に固く縛られたものであったと考えられ
る。17はおそらく絡条体条痕である。これらの土器片
のうち、13～16についてはいずれも内面がミガキまた
は丁寧なヘラナデによって平滑に仕上げられており、
先述のように液体を扱う容器であった可能性がある。
　18は、条の幅と間隔が一定で規則的な波形を呈して
いることから、今回の採集土器で唯一の貝殻条痕が施
されたものと思われる。胴部下半と推定される破片で
ありながら、この前後の時期の深鉢形土器や甕形土器
にしては丸みを帯びており、断定はできないながら比
較的小型の壺形土器であった可能性が想定できる。内
面の調整は比較的粗いミガキである。
　19は甕形土器頚部の破片である。想定される径が大
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図２　縄文土器拓影
1：縄文後期後葉　　２～19：縄文晩期後葉

写真５　縄文土器
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きく器壁が厚い。外面はケズリの後ヘラナデ、部分的
には光沢のあるミガキ、内面はケズリの後ヘラナデで
ある。なおこの頚部破片も粘土紐の外形接合によって
成形されている。

３　貝輪（図３・写真６）
　ベンケイガイ製の貝輪である。約半分を欠損し、遺
存長55.5㎜､ 遺存幅63.4㎜、遺存高11.2㎜を測る。破
断面には、径２～３㎜程度の細かく丁寧に割られた痕
跡が多数残されており、破断後の研磨痕が部分的に認
められる。内面の腕に接する部分は平滑であり、丁寧
な研磨を受けたことがうかがわれる。外面についても
放射脈が痕跡的にしか残されないことなどから、全体
に研磨を受けていると考えられる。

４　須恵器（図４・写真７）
　縄文時代の遺物のほかに須恵器が２片採集されたの
で紹介しておく。
　１は坏身である。推定口径11.1㎝と小型の坏で、残
存高は1.9㎝を測る。受部のかえりが小さく、口縁部
よりもかえりの先端が低い位置にある。残存部は内外
面ともに回転ナデによって調整されている。７世紀中
葉の所産と考えられる。２は大甕の破片で、外面にタ
タキメが残される。

５　龍正院貝塚の意義
　本稿は少量の採集遺物を報告しただけであるが、か
つての奈和同人会による発掘調査の成果に今回の採集
遺物を加えて、あらためてこの貝塚の意義について確
認しておきたい。
　奈和同人会による調査は小規模ではあったが、第Ⅱ
層（混貝土層）、第Ⅲ層（混土貝層）、第Ⅳ層（純貝層）、
第Ⅴ層（混土貝層）が層位的に発掘され、各層から出
土した土器に異なる様相が指摘されたことに意義が
あった。とくに第Ⅲ層出土土器と第Ⅳ層出土土器が「荒
海１式」の細分を提起したことは重要である。荒海貝
塚３）出土土器中の浮線文が施される浅鉢形土器につ
いては、施文が単段の文様帯を構成するものが主体で、
そうしたものが荒海１式の精製土器の主体をなすと考
えられるが、龍正院貝塚の調査で出土した浮線文を施
す浅鉢形土器は、第Ⅲ層と第Ⅳ層の間に施文技法の明
確な差が認められた。また、粗製土器の撚糸文と細密
条痕の比率についても差異が認められている。
　今回採集した遺物の主体を占めるのは縄文晩期後葉
の土器であるが、全体的には荒海１式から３式までを
含んでいる可能性がある。その中で浮線文浅鉢形土器
あるいはそれと考えられる土器は２～４の３点があっ
た。文様をうかがうことができる２については、レン
ズ状浮線文と推定される。これは奈和同人会の調査に
対比すれば、第Ⅲ層出土土器、つまり荒海１式の新し
い段階とすることができる。表面採集であるが故にさ
まざまな段階のものが混在するのは当然であるが、第
Ⅳ層出土土器に明確に対比できるものはなかったと
言ってよい。また、今回の採集資料で、粗製土器の胴
部の施文がわかるものは、撚糸文６、細密条痕７（う
ち図示したものは６）、貝殻条痕１という比率であっ
た。貝殻条痕をもつものは壺形土器の可能性があるか
ら除外するとして、撚糸文と細密条痕の比はほぼ同じ
という結果になっている。

図３　貝輪実測図

写真６　貝輪

写真７　須恵器
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図４　須恵器坏実測図
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　奈和同人会の調査で得られている撚糸文と細密条痕
の比率は、第Ⅳ層で６：１、第Ⅲ層で４：１、第Ⅱ層
で１：２、第Ⅰ層で１：１という結果で、表採資料の
比率は第Ⅰ層、第Ⅱ層に近い。おおまかに言えば、第
Ⅰ層出土土器は荒海２式から４式（可能性あるものを
含む）、第Ⅱ層出土土器は荒海１式から２式、第Ⅲ層
出土土器は荒海１式新段階、第Ⅳ層出土土器は荒海１
式古段階と仮定することができる。今回の採集資料も
荒海１式から３式の幅で考えることができるが、同じ
香取海周辺の低位段丘に位置する荒海川表遺跡４）や
宝田鳥羽貝塚５）と同様に、荒海１式から４式という
時間幅の中で幾度か占地されながら、主体となる時期
が少しずつ違うという関係にありそうである。
　なお、報告する遺物の中には貝輪が含まれている。
貝輪は近傍の同時期の遺跡でも出土しているが、いず
れもベンケイガイ製であり、今回の資料はそのデータ
をさらに補強することになる。
　今回の表面観察で推定された貝散布の拡がりは、本
体の貝層が明確に露呈していたわけではないが、表面
観察ですら長径10mを超えている。10×12mという荒
海川表遺跡の貝塚よりもさらに規模の大きい貝塚が形
成されていた可能性が高い。また、少し離れて別の地
点貝塚が存在する可能性もある。今後、ボーリング調
査など可能な範囲で、この貝塚の全体像が明らかにさ
れることにも期待したいところである。
　縄文時代晩期後葉から弥生前期にかけてのいわゆる
荒海式段階の貝塚は、今のところ成田市域にしか存在
しない。海退が進む中で汽水化した旧長沼周辺にヤマ
トシジミの採取を目的とした集団立地が集中したこ
とは首肯できるが、では他に同等の条件のエリアが
なかったのかどうか。また、荒海貝塚、荒海川表遺跡、
宝田鳥羽貝塚、宝田八反目貝塚６）などが旧長沼南部

沿岸に集中するのに対してこの龍正院貝塚はかなり離
れており、荒海貝塚からの直線距離は約４㎞である。
荒海貝塚と荒海川表遺跡の直線距離が0.6㎞であるの
と比べると遠い。龍正院貝塚と荒海貝塚の間にも同様
の目的で立地した遺跡があってもよい。荒海川表遺跡
の発掘調査を行った当時からの課題としている、成田
市を含む香取海沿岸地域における目的を絞った分布調
査の必要性は未だ解消されてはいない。千葉県内では
集落や生業の実態が必ずしも明らかになっていない時
期だけに重要な課題といえよう。
　同時に、1980年代にこの貝塚で提起されていた荒海
１式の細分を含む土器編年の整理については、筆者自
身が長年の課題としてきたテーマでもある。この報告
を契機としてあらためて荒海１式について十分検討を
加え、近い将来、前後の時期とも合わせてまとめるこ
とができればと考えている。
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上：第Ⅲ層出土
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図５　奈和同人会調査で出土した浮線文浅鉢




